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勝
鷺
経
や
浬
葉
経
に
、
法
身
に
は
常
樂
我
浮
の
四
徳
波
羅
蜜
を
具
す
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
外
に
、如
來
藏
経
典
群
に
は
如
來
法
身
の
特
質
と
し
て
、

常
住
(
n
i
t
y
a
.
 
r
t
a
g
-
p
a
)

恒
久

(
d
h
r
u
v
a
,
 
b
r
t
a
n
-
p
a
)

寂
静
(
s
i
v
a
,
 
s
h
i
-
b
a
)

不
滅
(
s
a
s
v
a
t
a
,
 
g
y
u
n
-
d
r
u
n
)

が
見
ら
れ
る
。
こ
の
四
特
質
を
法
藏
の
法
界
無

差
別
論
、
普
観
の
領
要
抄
に
は
法
身
の
四
徳
又
は
實
徳
と
呼
ん
で
い
る
。
從
つ

て
、
法
身
に
は
二
種
の
四
徳
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
曇
無
識
繹
の
大
方
等
無
想

経
と
西
藏
繹
を
封
照
し
て
見
る
と
、
同
じ
個
腱
に
漢
繹
は
前
者
の
常
樂
我
浮
、

藏
繹
は
後
者
の
s
h
i
-
b
a
(
s
i
v
a
)

等
の
課
語
を
當
て
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

爾
四
徳
の
意
義
と
關
係
は
ど
う
か
。
特
に
後
者
の
四
徳
説
は
如
來
藏
経
典
成
立

史
を
見
る
上
に
一
尺
度
と
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
こ
れ
を
重
鮎
的
に
見
る
こ
と

に
し
よ
う
。

前
者
の
a
t
m
a
nを
含
む
四
徳
に
つ
い
て
法
界
無
差
別
論
に
は
、
約
果
の
異

名
と
し
、
寳
性
論
無
上
依
経
佛
性
論
も
常
樂
我
浄
を
如
來
藏
の
果
義
と
し
て
い

る
。
こ
れ
等
の
経
論
に
は
、
大
乗
を
諺
じ
輪
廻
に
著
す
る
一
闘
提
倣
菩
薩
の
大

乗
法
を
信
修
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
浮
波
羅
蜜
の
果
を
、
五
藍
に
於
て
我
見
を
起

し
我
執
に
著
す
る
外
道
は
菩
薩
の
般
若
を
修
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
我
波
羅
蜜
の

果
を
、
輪
廻
の
苦
を
恐
れ
寂
静
に
愛
着
す
る
聲
聞
は
菩
薩
の
盧
室
藏
三
昧
の
修

習
に
よ
つ
て
樂
波
羅
蜜
の
果
を
、
他
を
利
盆
す
る
こ
と
な
く
離
世
間
を
愛
着
す

る
濁
贅
は
菩
薩
の
大
悲
を
修
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
常
波
羅
蜜
の
果
を
得
る
と

し
、
又
、
無
漏
界
に
佳
す
る
阿
羅
漢
濁
覧
得
力
菩
薩
も
無
明
習
氣
地
を
離
れ
な

い
か
ら
浄
波
羅
蜜
を
得
ず
、
無
明
習
氣
地
に
よ
つ
て
戯
論
の
現
行
を
具
す
る
か

ら
我
波
羅
蜜
を
、
意
生
身
の
現
行
か
ら
そ
の
滅
で
あ
る
樂
波
羅
蜜
を
、
不
思
議

攣
易
生
死
を
離
れ
な
い
か
ら
常
波
羅
蜜
を
得
な
い
。
如
來
法
身
の
み
が
自
性
清

浮
の
通
相
と
離
垢
清
浄
の
別
相
に
よ
つ
て
浄
波
羅
蜜
で
あ
り
、
外
道
の
我
見
と

聲
聞
の
無
我
の
邊
見
を
離
れ
た
か
ら
我
波
羅
蜜
、
習
氣
の
相
績
を
断
除
す
る
か

ら
と
意
生
纏
の
滅
を
現
誰
す
る
る
か
ら
樂
波
羅
蜜
、
断
常
の
邊
に
も
堕
す
る
こ

と
が
な
い
か
ら
常
波
羅
蜜
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
常
樂
我
浄
読
は
如

來
法
身
が
凡
夫
外
道
の
謬
見
で
あ
る
四
顛
倒
を
越
え
、
二
乗
の
四
不
顛
倒
を
過

ぎ
、
無
漏
界
に
住
す
る
阿
羅
漢
等
も
離
れ
得
な
か
つ
た
攣
易
生
死
を
も
超
過
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

後
者
の
S
i
v
a
を含
む
四
徳
を
見
る
に
、
不
増
不
減
経
に
法
身
は
恒
沙
を
過

ぎ
た
不
離
不
脱
不
断
不
異
の
不
思
議
の
佛
法
如
來
の
功
徳
智
慧
で
あ
る
。
不
攣

易
と
無
蓋
の
性
質
に
よ
つ
て
常
佳

(
n
i
t
y
a
)
、

恒
久
の
鋸
依
庭
で
後
邊
際
に
等

し
い
か
ら
恒
久

(
d
h
r
u
v
a
)
、

無
二
法
無
分
別
の
性
質
に
よ
っ
て
寂
静
(
S
i
-

v
a
)
、
不滅
と
無
作
の
性
質
に
よ
つ
て
不
滅
(
S
v
a
t
a
)
で
あると
述
べ
て
い

る
。
寳
性
論
に
は
如
來
界
が
衆
生
位
と
菩
薩
位
と
佛
位
に
於
て
も
不
攣
異
で
あ

る
こ
と
を
説
く
中
、
離
垢
明
浮
な
佛
位
に
於
て
は
如
來
藏
は
自
己
の
本
性
に
立

つ
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
前
際
を
と
れ
ば
常
佳
で
あ
る
か
ら
意
生
身
に
よ
る

生
が
な
く
、
後
際
を
と
れ
ば
恒
久
で
あ
る
か
ら
不
思
議
攣
易
死
の
死
が
な
い
。

前
後
際
を
と
れ
ば
寂
艀
で
あ
る
か
ら
無
明
習
氣
地
の
病
が
な
い
。
不
滅
で
あ
る

か
ら
無
漏
業
の
果
で
あ
る
異
熟
の
老
も
な
い
と
。

法
界
無
差
別
論
疏
に
は
前
者
の
四
徳
と
後
者
の
四
徳
を
、
寂
静
を
得
る
は
是

れ
浄
徳
で
あ
り
、
常
佳
は
是
れ
常
徳
、
不
攣
は
是
れ
我
徳
、
不
断
は
是
れ
樂
徳

で
あ
る
と
配
當
し
て
い
る
。
何
故
そ
の
様
に
配
當
し
得
る
か
述
べ
て
い
な
い
け
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れ
ど
も
、
無
明
習
氣
地
と
三
種
意
生
身
の
無
を
軸
に
考
察
す
れ
ば
か
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
前
者
の
四
徳
は
五
藩
に
封
す
る
凡
夫
地
に
於
け
る
顛
倒
の
常
想

常
執
我
想
我
執
等
で
は
な
く
、
室
亦
復
室
ど
し
て
の
四
徳
波
羅
蜜
で
あ
る
、
後

の
四
徳
は
無
垢
清
浄
光
浮
な
如
來
藏
が
佛
地
に
佳
す
る
こ
と
に
於
て
説
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。

後
者
の
四
徳
は
西
藏
課
如
來
藏
経
典
に
中
多
く
見
ら
れ
る
が
、
漢
繹
で
は
繹

語
の
不
統

一
と
略
形
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
見
分
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
。
こ
の
四
徳
に
は
不
定
型
と
定
型
が
あ
り
、
又
初
め
法
身
の
四
徳
と
し
て
用

い
ら
れ
た
も
の
が
や
が
て
如
來
藏
め
四
徳
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

先
づ
、
如
來
藏
経
の
蕾
繹
と
西
藏
課
に
は
法
身
に
も
四
徳
に
も
關
説
し
な

い
。
新
繹
に
至
つ
て
法
身
と
三
身
の
語
句
も
見
ら
れ
、
更
に
如
來
藏
が
寂
静
を

鉄
く
三
徳
の
あ
る
こ
と
を
読
い
て
い
る
。
吹
に
六
巻
泥
潭
経
の
漢
藏
爾
繹
と
大

般
浬
契
経
の
相
當
部
分
を
見
る
に
、
敷
多
く
を
数
え
る
が
、
六
巻
本
と
大
本
は

不
定
型
で
四
徳
で
は
な
い
が
、
西
藏
繹
は
不
定
型
と
定
型
化
し
た
四
徳
を
あ
げ

如
來
の
特
質
と
し
て
い
る
。
勝
鷺
経
は
三
ケ
虜
あ
つ
て
、

法
身
の
徳
と
し
て

奮
繹
で
は
S
i
v
a
の
徳
が
見
ら
れ
な
い
が
、
三
徳
を
あ
げ
、
藏
繹
は
S
S
v
a
t
a
の

代
り
に
a
m
r
t
a
を入
れ
四
徳
と
し
、
新
繹
は
四
徳
で
あ
る
。
回
法
身
の
徳
と

し
て
漢
繹
は
一徳
、
藏
繹
は
二
徳
、
こ
の
文
を
寳
性
論
に
引
用
し
て
い
る
が
そ

こ
で
は
梵
漢
藏
共
に
四
徳
と
な
り
、
の
如
來
藏
の
功
徳
と
し
で

Siv
鋤
,を
鉄
く

三
徳
を
あ
げ
、
こ
の
文
は
法
界
無
差
別
論
や
寳
性
論
に
引
用
さ
れ
、
共
に
四
徳

と
な
つ
て
い
る
。
回
の
に
よ
つ
て
無
差
別
論
寳
性
論
に
引
用
さ
れ
た
勝
髭
経
は

増
補
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
得
る
が
、
造
論
の
頃
は
四
徳
が
定
型
化
し
て
お

り
、
造
論
者
に
蹄
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
経
末
に
一
経

の
綱
領
を
十
五
の
経
名
に
よ
つ
て
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
、
漢
課
に
不
定
型

で
あ
る
の
が
藏
繹
に
定
型
化
さ
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
不
増
不
減
経
の
漢

繹
及
び
寳
性
論
引
用
の
梵
藏
漢
の
文
に
は
そ
の
理
由
論
理
と
共
に
定
型
化
し
た

法
身
の
四
徳
を
述
べ
、
大
方
等
無
想
経
に
は
如
來
と
は
法
身
で
あ
る
と
言
い
、

敷
多
く
の
定
型
化
の
四
徳
を
読
い
て
い
る
。

如
來
藏
経
に
於
て
は
衆
生
は
煩
悩
に
纒
縛
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
如
來

藏
を
具
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
法
身
菩
提
え
の
論
理
的
根
接
と
な
し
た
の
で
あ
る

が
、
n
i
t
y
a
,
 
d
h
r
u
v
a

等
を
特
質
と
す
る
法
身
が
確
立
さ
れ
る
に
至
つ
て
、
直

ち
に
法
身
に
於
て
六
道
の
衆
生
も
六
波
羅
蜜
修
行
の
菩
薩
も
離
煩
悩
の
佛
も
論

ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
郎
ち
衆
生
と
法
身
と
は
互
覆
互
藏
の
關
係
に
立
つ

こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
最
初
期
の
如
來
藏
経
典
で
は
如
來
藏
は

衆
生
と
法
身
の
媒
介
者
で
あ
つ
て
、
如
來
藏
は
在
纒
、
法
身
は
出
纒
で
あ
つ
た

が
、
法
身
思
想
が
確
立
す
る
に
至
つ
て
、
如
來
法
身
が
慈
悲
と
い
う
關
係
か
ら

衆
生
と
拘
わ
る
の
で
な
く
、
性
の
立
場
か
ら
衆
生
の
所
依
性
と
な
つ
た
の
で
あ

る
。
寳
性
論

(封
照
本
四
九
頁
)
二

切
衆
生
の
中
に
如
來
法
身
が
遍
満
す
る

義
に
よ
つ
て
」
如
來
法
身
は
衆
生
が
本
來
具
有
す
る
佳
自
性
佛
性
の
意
と
な
つ

た
の
で
あ
る
。

求
那
践
陀
羅
課
の
大
法
鼓
経
に
は
常
佳
と
不
滅
の
二
徳
を
あ
げ
藏
繹
に
は
四

徳
を
あ
げ
て
い
る
。
又
樗
伽
経
の
梵
藏
に
は
如
來
藏
の
四
徳
と
な
つ
て
お
り
、

一
切
衆
生
身
中
に
あ
り
と
し
て
い
る
。
求
那
蹟
陀
羅
繹
は
軍
に
常
佳
不
攣
の
二

徳
、
菩
提
流
支
實
叉
難
陀
繹
に
は
共
に
四
徳
を
あ
げ
て
い
る
。
求
那
蹟
陀
羅
と

菩
提
流
支
の
渡
支
前
後
か
ら
見
て
、
求
那
蹟
陀
羅
の
傳
持
し
た
梵
本
だ
け
が
二

徳
で
あ
つ
た
と
は
考
え
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
四
徳
説
は
必
ず
し
も
そ

の
儘
纏
承
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
大
乗
央
掘
摩
羅
経
に
は
法
身
如
來
藏

の
四
徳
が
所

に
説
か
れ
て
い
る
が
、
或
は
d
h
r
u
v
a
或
は
S
i
v
a
を鉄
き

p
a
r
a
m
a
r
t
h
a
-
k
a
y
a

又
は
s
a
s
v
a
t
a
を
入
れ
て
い
る
。
多
く
の
法
身

の
功
徳
を
読
く
に
至
つ
て
列
學
の
仕
方
が
異
つ
て
來
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
種

の
四
徳

(
中

村
)

一
三
九
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